
戦
争
勃
発
。
翌
年
四
月
七
日
徴
用
さ
れ
、
軍
需
工
場
へ
。
気
球
・
落
下
傘
・
ク
リ
ー

ク
渡
航
ボ
ー
ト
・
南
方
資
源
海
中
曳
航
船
・
風
船
爆
弾
・
防
毒
面
等
製
作
。
戦
争
が
激

し
く
な
る
に
つ
れ
疎
開
し
た
百
人
位
が
働
け
る
場
所
・
建
物
に
工
場
を
分
散
し
、
昼
夜

青
春
時
代
、
働
き
盛
り
、
食
欲
旺
盛
だ
。
戦
争
も
段
々
と
激
し
く
な
っ
て
来
て
、

ほ

も

と

「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
。
勝
つ
ま
で
は
」
。
国
民
標
語
の
基
で
、
農
業
に
産
業
に
総
動
員
生

い

ち

が

ん

ぜ

ん

り

ょ

く

い

し

ょ

く

じ

ゅ

う

産
に
国
民
が
一
丸
と
な
り
、
全
力
を
出
し
て
働
き
ま
し
た
。
衣
食
住
も
ま
ま
な
ら
ず
、

都
会
で
は
家
も
学
童
も
強
制
疎
開
し
ま
し
た
。

め
し
つ
ぶ

工
場
の
食
堂
も
戦
事
食
と
な
り
、
豆
・
芋
・
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
と
な
り
、
飯
粒
が
付
い

て
い
れ
ば
良
い
ほ
う
だ
っ
た
。
た
ま
の
町
、
食
堂
で
の
行
列
の
後
へ
並
ぶ
、
顔
の
映
る

雑
炊
が
一
杯
で
も
あ
り
つ
け
れ
ば
良
い
が
、
大
概
二
、
三
人
前
で
終
り
と
い
う
事
が
多

今
と
違
い
、
「
金
が
有
っ
て
も
買
え
る
時
代
」
で
は
な
か
っ
た
。
か
ね

B
2
9
が
東
京
上
空
へ
飛
来
す
る
様
に
な
り
、
「
サ
イ
レ
ン
・
鐘
が
鳴
り
空
襲
警
報
発

令
」
が
激
し
く
な
っ
た
。

十
九
年
十
一
月
二
十
四
日
。

B
2
9
が
編
隊
飛
行
で
本
土
初
空
襲
だ
。
何
十
機
来
た
の

だ
ろ
う
、
爆
弾
投
下
し
て
い
っ
た
。
下
か
ら
は
高
射
砲
が
撃
た
れ
、
炸
裂
す
る
も
B
2
9

に
届
か
ず
、
下
の
方
に
白
い
煙
り
が
六
つ
位
見
え
る
だ
け
、
そ
れ
も
「
各
編
隊
の
下
」

こ。t
 

A

つ

力

り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
大
空
襲
だ
っ
た
。

別
な
く
働
き
戦
場
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

戦
中
・
徴
用
二
十
年
四
月
現
役
兵
と
し
て

に
見
え
た
。
次
に
白
煙
が
出
来
る
の
が
必
ず
B
2
9
の
機
体
の
下
で
あ
っ
た
。

高
射
砲
も
随
分
撃
た
れ
た
が
、

B
2
9
は
一
機
も
落
ち
て
い
な
い
様
だ
っ
た
。
歯
が
ゆ

い
ば
か
り
だ
っ
た
。

B
2
9
墜
落
さ
せ
た
の
は
、
「
象
に
蚊
」
の
様
な
良
く
見
な
い
と
解
．

ゅ
う
も
う

ら
な
い
我
が
軍
の
勇
猛
な
戦
闘
機
だ
っ
た
。

当
時
、
軍
の
一
人
に
高
射
砲
に
つ
い
て
聞
い
た
。
「
高
射
砲
弾
の
破
裂
と
同
時
に
破

片
が
飛
散
り
、
機
体
に
当
り
、
損
傷
し
墜
落
す
る
。
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

戦
後
に
な
っ
て
発
表
さ
れ
た
の
だ
が
、
日
本
に
一
万
メ
ー
ト
ル
も
上
空
へ
届
く
高
射

砲
は
一
、
二
門
し
か
な
く
、
研
究
中
で
あ
っ
た
と
の
事
だ
。

二
十
年
三
月
十
日
。
又
だ
、
今
度
は
曇
り
空
で
「
空
襲
警
報
」
だ
。
サ
イ
レ
ン
が
鐘

が
一
斉
に
鳴
り
響
く
。
数
分
後
だ
。

B
2
9
の
編
隊
が
来
た
、
来
た
、
落
と
す
、
落
と
す
。

黒
い
も
の
と
一
緒
に
キ
ラ
キ
ラ
光
を
散
ら
し
た
大
き
な
爆
弾
だ
。
間
も
な
く
大
火
と
な

他
の
主
な
都
市
も
日
は
違
っ
た
が
空
襲
を
受
け
た
。

の
ぼ

翌
日
屋
上
に
昇
っ
て
見
て
び
っ
く
り
。
一
面
焼
野
原
だ
。
風
呂
屋
の
エ
ン
ト
ツ
・
質

v.s 

屋
の
蔵
・
大
き
な
店
の
金
庫
・
鉄
骨
で
出
来
た
橋
が
黒
く
焼
け
残
っ
て
い
た
だ
け
で
あ

こ

う

た

い

た

だ

る
。
交
替
用
員
が
来
る
ま
で
工
場
に
い
て
宿
舎
に
帰
っ
た
の
だ
が
、
交
通
便
な
し
、
唯

歩
く
だ
け
だ
っ
た
。
近
道
と
思
い
、
四
、
五
人
で
丸
の
内
方
面
へ
行
っ
た
が
又
、
だ
め

だ
。
右
往
左
往
し
た
。
随
分
遠
か
っ
た
。
（
工
場
は
品
川
、
宿
舎
は
東
大
裏
の
根
津
で

養

日

武

夫

（
薬
円
台

•
6
5歳
）
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の
時
は
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

学
生
専
門
の
下
宿
屋
。
木
造
三
階
建
て
戦
中
の
事
、
学
生
は
学
徒
出
兵
で
、
私
達
の
宿

舎
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
）
あ
ら
わ

途
中
色
々
と
見
た
。
人
語
に
表
せ
な
い
。

せ
ん
じ
ょ
う

万
物
皆
死
す
、
と
言
う
が
、
人
の
身
、
我
が
身
、
銃
後
も
皆
戦
場
と
な
る
。

一
年
繰
上
げ
兵
隊
検
査
で
甲
種
合
格
。
二
十
年
四
月
一
日
現
役
兵
と
し
て
第
十
二
航

空
教
育
隊
第
四
中
隊
へ
。
三
月
三
十
一
日
、
日
の
丸
に
武
運
長
久
と
村
の
人
の
寄
せ
書

き
を
肩
か
ら
タ
ス
キ
に
千
人
針
を
持
ち
、
部
落
の
人
の
軍
歌
で
駅
ま
で
送
ら
れ
入
営
し

毎
日
戦
闘
訓
練
訓
練
だ
。
五
月
末
だ
。
栃
木
県
小
金
井
へ
飛
行
場
設
定
に
行
き
、
滑

走
路
傍
に
分
散
兵
舎
設
営
所
の
切
取
作
業
で
あ
っ
た
。
十
五
日
間
小
学
校
に
宿
営
し
、

風
呂
は
民
家
へ
。
設
定
終
え
隊
へ
帰
っ
た
の
だ
が
、
六
月
末
、
い
つ
も
の
訓
練
を
終
え

消
灯
、
朝
起
床
し
て
び
っ
く
り
。
三
カ
月
寝
食
を
共
に
し
て
来
た
友
は
、
私
一
人
残
し

秘
密
に
転
属
か
、
出
兵
し
た
の
か
未
だ
に
解
ら
な
い
。
翌
日
よ
り
本
部
通
信
室
勤
務

と
な
る
も
、
八
月
六
日
、
本
土
空
襲
さ
れ
、
強
威
力
爆
弾
を
投
下
さ
れ
た
。
「
ビ
カ
ド

ン
、
ピ
カ
ド
ン
」
と
言
い
出
し
た
。
新
兵
さ
ん
に
は
何
が
な
ん
だ
か
解
ら
な
か
っ
た
。

「
老
若
男
女

八
月
十
四
日
、
午
後
だ
っ
た
。
週
番
士
官
が
「
明
日
十
五
日
十
二
時
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
受
諾
。
玉
音
放
送
有
る
。
営
庭
に
整
列
、
博
達
す
る
」
で
あ
っ
た
。

十
五
日
正
午
、
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
を
聞
き
、
涙
が
出
た
。
終
戦
だ
っ
た
。

こ
の
涙
は
戦
争
に
負
け
て
く
や
し
涙
か
、
戦
争
が
終
っ
て
、
ホ
ッ
と
し
た
涙
か
、
そ

て
誰
も
い
な
い
。

こ。t
 

国
民
皆
兵
だ

本
土
決
戦
間
近
」
と
の
事
だ
っ
た
。
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